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浜　

畑　

圭　

吾

城
一
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
髑
髏
尼
物
語
」
の
形
成

　

八
坂
系
平
家
物
語
の
一
種
で
あ
る
城
一
本
平
家
物
語
は
、
そ

の
刊
記
に
城
一
ゆ
か
り
の
平
家
物
語
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を

記
す
伝
本
で
あ
る
。
現
在
で
は
城
一
に
仮
託
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
権
威
を
利
用
し
て
、
新
し
い

平
家
物
語
を
創
り
出
そ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
『
源
平
盛
衰
記
』
か
ら
取
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ

る
「
髑
髏
尼
物
語
」
を
と
り
あ
げ
た
。『
盛
衰
記
』
で
設
定
さ

れ
た
重
衡
救
済
物
語
の
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
六
代
物
語
と

の
連
関
を
深
め
る
た
め
に
、
処
刑
さ
れ
た
若
君
の
前
景
化
を

進
め
る
城
一
本
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
じ
め
に

一
、
城
一
本
研
究
史
概
観

二
、
平
家
物
語
四
本
に
お
け
る
「
髑
髏
尼
物
語
」
の
相
違

三
、
城
一
本
の
加
筆
記
事

四
、「
若
君
」
の
強
調

五
、
六
代
物
語
と
の
連
関

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

八
坂
系
平
家
物
語
に
つ
い
て
は
、
高
橋
貞
一
氏
の
分
類
、
渥
美
か

を
る
氏
の
系
統
立
て
を
経
て
、
現
在
は
山
下
宏
明
氏
の
分
類
に
よ
り
、

そ
の
輪
郭
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る（
１
）。

氏
は
一
類
か
ら
五
類
ま
で
の

う
ち
、
一
類
本
と
二
類
本
を
中
心
的
な
本
文
、
三
類
以
下
を
、

八
坂
流
と
言
う
よ
り
は
、
八
坂
系
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
八

坂
系
第
一
・
二
類
お
よ
び
一
方
流
の
末
流
本
文
と
見
る
べ
き
こ

と
。

と
し
て
い
る
が（
２
）、

近
年
そ
う
し
た
本
文
の
混
態
が
、
諸
本
の
形
成
に

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る（
３
）。

本
稿
で
扱
う
第
五
類
の
城
一
本
も
、
一
方
系
諸
本
と
二
類
本
と

の
混
態
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
城
一
検
校
所
用
の
平
家
物
語
を

写
し
た
も
の
と
い
う
特
異
な
刊
記
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
、
現
在
で
は
仮
託
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

う
し
た
伝
来
事
情
を
考
え
る
と
、
そ
の
本
文
も
単
純
に
混
態
と
し
て

片
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
複
数
の
平
家
物
語
を
組
み
合
わ
せ
て
新

し
い
平
家
物
語
を
創
り
出
し
て
い
く
動
機
、
そ
の
文
脈
を
す
く
い
と

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
城
一
本
が
『
源
平
盛
衰
記
』（
以
下
『
盛
衰
記
』）

か
ら
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
「
髑
髏
尼
物
語
」
を
取
り
上
げ
、

そ
の
再
編
集
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

「
髑
髏
尼
物
語
」
は
、
城
一
本
、
延
慶
本
、
長
門
本
、『
盛
衰
記
』

の
四
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
、
読
み
本
系
三
本

を
中
心
に
研
究
が
進
み（
４
）、

城
一
本
は
『
盛
衰
記
』
の
影
響
を
受
け
た

も
の
と
い
う
認
識
に
留
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
城
一
本
が
同
物

語
を
取
り
込
ん
だ
動
機
、
そ
し
て
再
編
集
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
文
脈
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
城
一
本
研
究
史
概
観

　

平
家
物
語
研
究
に
お
い
て
、
城
一
本
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

少
な
い
。
よ
っ
て
ま
ず
は
そ
の
研
究
史
を
概
観
し
て
お
く
。

　

山
崎
美
成
の
『
歌
曲
考
』（
５
）に

、「
八
坂
本
平
家
物
語
十
二
巻
」
と

し
て
見
え
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
、
城
一
本
の
初
出
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
本
を
八
坂
と
い
へ
る
は
、
本
書
の
奥
書
云
、

寛
永
三
年
の
春
の
比
、
藤
田
検
校
城
慶
、
加
賀
国
に
て
、
筑
後

方
検
校
城
一
用
ゆ
、
雲
井
の
本
と
奥
書
侍
る
、
平
家
物
語
を
求

め
侍
り
き
。
此
本
則
雲
井
と
奥
書
侍
る
故
に
、
藤
田
検
校
城
慶
、

此
本
を
用
て
、
八
坂
方
の
平
家
と
号
す
。

　

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
城
慶
と
い
う
検
校
が
、
城
一
検
校
所

持
と
伝
え
る
「
雲
井
の
本
」
な
る
平
家
物
語
を
写
し
て
、
八
坂
本
と

し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
琵
琶
法
師
の
始
祖
生
仏
か
ら
繋
が
る
如

一
の
弟
子
が
、
覚
一
と
城
一
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り（
６
）、

つ
ま
り

は
、
覚
一
本
に
匹
敵
す
る
古
さ
と
来
歴
を
有
す
る
伝
本
と
い
う
こ
と
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に
な
る
。
こ
れ
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
刊
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻

之
六
上
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る（
７
）。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
記
事
に
該
当
す
る
伝
本
の
存
在
は
近
代
に

入
っ
て
も
確
認
さ
れ
ず
、
山
田
孝
雄
氏
は
「
雲
井
の
本
」
と
は
一
方

本
の
こ
と
で
あ
り
、『
嬉
遊
笑
覧
』
の
記
す
「
八
坂
方
の
平
家
」
は

一
方
流
の
本
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
た（
８
）。

　

し
か
し
そ
の
後
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
刊
記
を
持
つ
巻
十
二
の
み

の
楠
美
音
三
郎
氏
所
蔵
の
平
家
物
語
（
古
活
字
本
、
現
東
京
藝
術
大

学
図
書
館
所
蔵
本
、
以
下
東
京
藝
術
大
学
本
）
が
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
刊
記
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
永
三
年
の
春
の
比
藤
田
検
校
城
慶
加
賀
国
に
て
筑
紫
方
検
校

城
一
用
ゆ
雲
井
の
本
と
奥
書
侍
る
平
家
物
語
を
求
侍
き
此
本
則

其
雲
井
の
本
を
写

筑
紫
方
検
校
城
一
本
と
奥
書
侍
る
故
に
藤

田
検
校
城
慶
此
本
を
用
て
八
坂
方
の
平
家
と
号
す

　

こ
れ
を
受
け
て
山
田
氏
は
前
掲
書
で
の
分
類
を
修
正
し
、「
灌
頂

巻
を
立
て
て
な
お
八
坂
本
の
如
き
形
に
せ
る
本
」
と
し
て
新
た
に
分

類
し
た（
９
）。

そ
の
根
拠
は
、
通
常
八
坂
系
で
は
、
巻
十
一
や
巻
十
二
に

分
散
さ
れ
て
い
る
建
礼
門
院
関
係
記
事
を
巻
十
二
の
途
中
に
集
め
、

「
平
家
物
語
く
は
ん
ぢ
や
う
巻
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
山
田
氏
は
こ

れ
を
灌
頂
巻
へ
の
過
渡
期
を
示
す
も
の
と
し
て
「
平
家
物
語
研
究
の

絶
好
資
料
」
と
評
価
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
川
瀬
一
馬
氏（
（1
（

に
よ
っ
て

奈
良
県
百
々
家
よ
り
完
本
の
城
一
本
が
発
見
、
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、

全
体
像
の
把
握
が
可
能
に
な
っ
た
。
早
速
検
討
を
加
え
た
高
橋
貞
一

氏
の
調
査
に
拠
っ
て
、
巻
十
二
の
巻
末
に
東
京
藝
術
大
学
本
に
は
欠

け
て
い
た
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
の
刊
記
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し

て
氏
は
そ
の
本
文
を
、

八
坂
流
本
と
一
方
流
本
と
の
合
流
を
目
指
し
、
且
つ
そ
の
す
ぐ

れ
た
詞
章
を
採
擇
せ
ん
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
し（
（1
（

、
山
下
宏
明
氏（
（1
（

も
こ
れ
を
追
認
し
て
い
る
。
こ
の
伝
本
は
後
に

小
汀
利
得
氏
の
手
に
渡
っ
た
が
、
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

　

現
在
、
完
本
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八

二
）
に
國
學
院
大
學
が
弘
文
荘
よ
り
購
入
し
た
國
學
院
大
學
図
書
館

本
（
以
下
、
國
學
院
大
學
本
）
の
み
で
あ
る
。
そ
の
刊
記
は
東
京
藝

術
大
学
本
と
同
じ
だ
が
、
次
の
よ
う
に
、
小
汀
本
と
同
様
の
刊
記
が

続
い
て
い
る（
（1
（

。

　

于
時
寛
永
五
戊
辰
暦

　
　

九
月
上
旬

　
　
　

洛
陽
三
条
寺
町

　
　
　
　
　
　
　

中
村
甚
兵
衛
尉
開
之

　

従
来
、
城
一
本
の
本
文
と
し
て
は
、
以
上
の
三
本
が
紹
介
さ
れ
て

き
た
が
、
国
立
国
会
図
書
館
に
も
一
本
十
二
冊
（
請
求
記
号W

A
7-

271

）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
巻
六
、
巻
十
二
が
正
保
三
年

製
版
本
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
完
本
で
は
な
い（
（1
（

。
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城
一
本
は
従
来
そ
の
刊
記
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は

「
城
一
ゆ
か
り
の
平
家
物
語
」
は
仮
託
と
さ
れ
て
お
り
、
池
田
敬
子

氏（
（1
（

は
城
一
本
刊
行
の
五
年
前
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
一
方
検

校
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
流
布
本
に
対
抗
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

し
て
い
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
一
方
系
と
八
坂
系
の
混
態
本
と
見

ら
れ
て
い
る
が
、
延
慶
本
、
長
門
本
、『
盛
衰
記
』
な
ど
の
読
み
本

系
諸
本
と
の
一
致
箇
所
も
見
え
、
千
明
守
氏（
（1
（

は
、
混
態
で
は
あ
る
が

「
本
文
上
の
矛
盾
点
は
巧
妙
に
処
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と

し
て
、
再
編
集
す
る
姿
勢
を
評
価
し
て
い
る
。
稿
者（
（1
（

も
以
前
、
城
一

本
が
『
盛
衰
記
』
を
参
照
し
て
改
編
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
王
莽

説
話
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
積
極
的
な
編
集
態
度
を
評
価
し
た
。

城
一
に
仮
託
し
て
新
し
い
平
家
物
語
を
創
出
し
て
い
く
城
一
本
の
実

態
は
今
後
も
追
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
、
平
家
物
語
四
本
に
お
け
る
「
髑
髏
尼
物
語
」
の
相
違

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
髑
髏
尼
物
語
」
は
、
城
一
本
、
延
慶
本
、

長
門
本
、『
盛
衰
記
』
の
四
本
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
延
慶
本
と

長
門
本
は
経
正
の
遺
族
で
あ
り
、『
盛
衰
記
』
と
城
一
本
は
重
衡
の

遺
族
の
物
語
、
と
異
な
っ
て
い
る
。
前
稿（
（1
（

と
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
論
述
の
都
合
上
、
四
本
の
位
置
と
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　

延
慶
本
第
六
本
卅
九
「
経
正
ノ
北
方
出
家
付
身
投
給
事
」
は
、
宗

盛
親
子
の
処
刑
、
重
衡
の
処
刑
、
宗
盛
親
子
の
梟
首
と
続
い
た
後
に

配
さ
れ
て
い
る
。
経
正
の
遺
児
が
処
刑
さ
れ
、
そ
の
母
で
あ
る
北
方

が
出
家
の
の
ち
、
渡
辺
川
で
入
水
す
る
と
い
う
経
正
遺
族
の
物
語
で

あ
る
。
長
門
本
で
は
巻
第
十
八
に
こ
れ
を
置
く
が
、
重
衡
処
刑
、
宗

盛
親
子
の
記
事
が
巻
十
九
に
あ
る
た
め
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
配
置
と

は
な
っ
て
い
な
い
。
延
慶
本
の
重
衡
処
刑
と
宗
盛
親
子
の
梟
首
、
そ

し
て
「
髑
髏
尼
物
語
」
が
「
無
慚
」
と
い
う
評
語
で
つ
な
が
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
か
た
ち
が
元
の
姿
で
、
長
門
本
は
そ
れ
を
解
体
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
吉
田
に
あ
っ
た
建
礼
門
院
が
「
深
山
ノ
奥
ニ
モ
入

ナ
バ
ヤ
」（
延
慶
本
）
と
決
意
す
る
に
至
る
平
家
哀
史
と
し
て
機
能

し
て
い
る
点
は
両
本
共
通
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
『
盛
衰
記
』
で
は
、
北
条
時
政
の
上
洛
、
義
経
の
都
落
ち

の
後
、
六
代
捕
縛
の
直
前
で
あ
る
巻
第
四
七
に
「
髑
髏
尼
御
前
」
と

し
て
移
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
重
衡
遺
族
の
物
語
へ
と
改
変
さ
れ
て

い
る
。
延
慶
本
や
長
門
本
が
本
来
の
形
で
あ
り
、『
盛
衰
記
』
の
改

変
は
重
衡
救
済
の
物
語
へ
の
組
み
込
み
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と

前
稿
で
は
論
じ
た
。

　

城
一
本
の
「
髑
髏
尼
物
語
」
も
巻
第
十
二
に
あ
り
、『
盛
衰
記
』

を
参
照
し
て
の
挿
入
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
し
相
違
点
も

あ
る
。
重
衡
と
の
若
君
の
首
を
持
っ
た
北
方
は
天
王
寺
の
西
門
へ
向

か
い
、「
七
日
七
夜
」
の
念
仏
の
末
、
難
波
の
沖
に
身
を
投
げ
る
の

だ
が
、『
盛
衰
記
』
で
は
そ
の
後
に
、
翌
朝
、
北
方
を
引
き
上
げ
た
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西
門
に
集
ま
っ
て
い
た
も
の
た
ち
が
遺
体
を
荼
毘
に
付
し
、
西
門
で

追
善
供
養
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
僧
が
上
洛
し
た
際
、

長
楽
寺
の
印
西
に
こ
れ
を
伝
え
、
印
西
も
ま
た
諸
僧
を
集
め
て
親
子

の
供
養
を
行
う
の
で
あ
る
。
こ
の
後
日
の
供
養
譚
が
、
城
一
本
に
は

見
え
な
い
。
城
一
本
が
参
照
し
た
『
盛
衰
記
』
の
本
文
に
こ
う
し
た

文
章
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
城

一
本
が
取
り
込
ん
だ
際
に
こ
れ
を
削
除
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

長
楽
寺
の
印
西
（
延
慶
本
、
長
門
本
は
湛
敬
）
は
、
物
語
冒
頭
で

若
君
の
処
刑
に
遭
遇
し
、
そ
の
供
養
、
北
の
方
へ
の
教
化
と
出
家
の

戒
師
を
務
め
、
親
子
の
導
師
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。『
盛

衰
記
』
が
、
こ
の
親
子
の
供
養
の
後
に
、

母
上
モ
若
公
モ
縦
罪
業
深
ク
ト
モ
印
西
上
人
ノ
志
ナ
ト
カ
不
ンレ

出
テ二

生
死
ヲ一

。

と
結
ぶ
の
は
、
そ
う
し
た
一
貫
し
た
印
西
の
導
き
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
が
、
親
子
の
「
罪
業
」
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
重
衡
と
の
関
わ

り
の
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
後
半
の
こ
の
供
養
譚
が
な
け
れ
ば
、

重
衡
と
そ
の
遺
族
の
救
済
物
語
に
改
変
さ
れ
た
意
味
も
薄
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
『
盛
衰
記
』
と
城
一
本
と
の

相
違
を
見
て
み
る
と
、
同
様
の
例
が
他
に
も
見
え
る
。

　

若
君
が
処
刑
さ
れ
た
直
後
、
跡
を
追
お
う
と
と
す
る
北
の
方
に
対

し
て
印
西
が
、
次
の
よ
う
に
教
訓
す
る
。

上
人
サ
ラ
テ
タ
ニ
女
人
ハ
五
障
三
従
ト
テ
、
罪
深
キ
御
事
ニ
テ

侍
リ
。
我
カ
御
身
コ
ソ
悲
シ
キ
地
獄
ニ
落
チ
給
フ
共
、
サ
シ
モ

御
糸
ヲ
シ
キ
若
公
ノ
刀
ノ
サ
キ
ニ
懸
テ
失
給
ヌ
ル
ヲ
、
御
弔
モ

ナ
ク
テ
、
悪
キ
道
ヘ
堕
シ
奉
ラ
ン
ト
思
シ
召
シ
侍
カ
、
長
闇
路

ヲ
祈
助
ケ
給
ハ
ン
コ
ソ
、
遠
キ
御
情
ニ
テ
侍
ヘ
ケ
レ
。
一
樹
ノ

陰
一
河
ノ
流
レ
ト
云
事
モ
ア
レ
ハ
、
先
キ
立
チ
給
フ
御
歎
ハ
サ

ル
事
ナ
レ
共
、
無
キ
人
ノ
御
為
ニ
ハ
ソ
モ
由
シ
ナ
シ
ナ
ト
一
度

ハ
教
訓
シ
ツ
。
一
度
ハ
威
シ
ツ
宣
ケ
レ
共
、
猶
ヲ
悲
ノ
涙
色
深

シ
テ
、
同
道
ニ
ト
焦
給
ケ
ル
カ
、
ヤ
ヽ
暫
ア
リ
テ
、
女
房
サ
ラ

ハ
コ
ヽ
ニ
テ
様
ヲ
替
ハ
ヤ
ト
宣
ヘ
ハ
、
上
人
ソ
レ
ハ
サ
ル
ヘ
キ

御
事
ニ
モ
侍
ル
ヘ
シ
ト
テ
、

　

印
西
は
自
害
し
よ
う
と
す
る
北
方
に
対
し
て
、
若
君
の
供
養
の
た

め
に
出
家
す
る
こ
と
を
勧
め
、
最
後
に
は
北
方
も
こ
れ
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
若
君
は
「
悪
キ
道
ヘ
堕
シ
奉
ラ
ン
」「
長
闇
路
」

な
ど
と
さ
れ
、
重
衡
の
縁
に
よ
る
堕
地
獄
が
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
城
一
本
で
は
、

上
人
と
か
く
け
う
く
ん
し
て
、

と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
後
の
北
方
の
出
家
に
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
方
が
投
身
の
直
前
、『
盛
衰
記
』
で
は
西
に
向
か
っ
て

手
を
合
わ
せ
、

南
無
帰
命
頂
礼
阿
弥
陀
如
来
太
子
聖
霊
先
人
羽
林
、
若
君
御
前
、

必
ス
一
ツ
蓮
ニ
迎
ヘ
取
リ
給
ヘ

と
唱
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
城
一
本
に
は
見
え
な
い
。「
羽
林
」
す
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な
わ
ち
重
衡
と
、
若
君
、
自
身
の
往
生
を
願
う
こ
の
一
文
は
『
盛
衰

記
』
が
「
重
衡
と
そ
の
遺
族
の
救
済
」
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
削
除
し
た
城
一
本
で
は
、
そ
う
し
た
主
題

は
後
退
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
来
、
経
正
遺
族
の
物
語
を
重
衡
遺
族
の
物
語
へ
と
『
盛
衰
記
』

が
改
変
し
た
の
は
、
こ
れ
を
「
重
衡
救
済
物
語
」
の
一
部
と
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
城
一
本
で
は
、
そ
う
し
た
重
衡
の
救
済
に
関

わ
る
記
述
は
削
除
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
城
一
本
が
『
盛
衰

記
』
を
参
照
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま

引
き
写
し
に
し
た
の
で
は
な
く
、
別
の
文
脈
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
次
に
城
一
本
が
加
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
抽
出
し
、

そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三
、
城
一
本
の
加
筆
記
事

　

城
一
本
は
適
宜
文
章
を
挿
入
し
、
前
後
の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と

努
め
た
本
文
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
単
な
る
辻
褄
合
わ
せ
だ
け
で
な

く
、
別
の
文
脈
を
作
る
た
め
の
加
筆
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
次
の
よ
う

な
独
自
記
事
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

其
比
と
り
わ
け
あ
は
れ
な
り
し
は
、
ほ
ん
三
位
の
中
将
重
衡
の

卿
の
若
君
の
さ
い
ご
也
。
そ
も
〳
〵
し
げ
ひ
ら
の
き
や
う
の
、

我
は
一
人
の
子
な
き
も
の
と
の
た
ま
ひ
け
る
は
大
き
成
そ
ら
ご

と
に
て
そ
有
け
る
。
其
故
は
東
山
ち
や
う
ら
く
寺
の
（
後
略
）

　

傍
線
部
は
、
直
前
の
、
平
家
の
遺
児
が
次
々
と
捕
ら
え
ら
れ
処
刑

さ
れ
て
い
く
場
面
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
「
髑
髏

尼
物
語
」
を
、「
と
り
わ
け
あ
は
れ
」
な
遺
児
処
刑
の
物
語
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。『
盛
衰
記
』
も
直
前
に
平
家
遺
児
の
処
刑
場
面

は
あ
る
が
、
城
一
本
は
そ
の
繋
が
り
を
強
調
す
る
文
脈
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
後
に
続
く
重
衡
の
子
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
重
衡
自

身
が
「
我
ハ
一
人
ノ
子
モ
ナ
シ
」（
延
慶
本
第
六
本
卅
五
「
重
衡
卿

日
野
ノ
北
方
ノ
許
ニ
行
事
」）
と
述
べ
る
通
り
、
多
く
の
平
家
物
語

諸
本
で
共
通
す
る
重
衡
に
子
は
な
い
と
い
う
設
定
を
覆
す
も
の
で
あ

る
。
だ
が
、『
盛
衰
記
』
も
「
髑
髏
尼
物
語
」
の
再
編
集
に
伴
い
、

そ
の
設
定
も
変
更
し
て
い
る
。

　

『
盛
衰
記
』
巻
第
三
九
「
重
衡
迎
内
裏
女
房
」
に
、

御
子
一
人
オ
ハ
シ
マ
シ
ケ
レ
共
、
北
方
大
納
言
佐
殿
ニ
憚
給
テ

世
ニ
ハ
角
ト
モ
披
露
ナ
シ
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
母
は
内
裏
女
房
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
女
房

に
再
会
し
た
重
衡
の
口
か
ら
も
、

罪
深
キ
者
ノ
子
ナ
レ
バ
、
枝
葉
マ
デ
モ
末
憑
シ
ク
ハ
ナ
ケ
レ
共
、

イ
カ
ニ
モ
シ
テ
助
隠
シ
テ
、
片
山
寺
ニ
下
置
、
僧
ニ
ナ
シ
テ
我

苦
ヲ
弔
給
ヘ
。

と
述
べ
ら
れ
て
、『
盛
衰
記
』
の
「
髑
髏
尼
物
語
」
は
内
裏
女
房
と

そ
の
子
の
哀
話
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
城
一
本
の
「
我
は
一
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人
の
子
な
き
も
の
と
の
た
ま
ひ
け
る
は
大
き
成
そ
ら
ご
と
に
て
そ
有

け
る
」
と
い
う
一
文
は
、
こ
う
し
た
『
盛
衰
記
』
の
設
定
変
更
を
継

承
し
た
こ
と
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
盛
衰
記
』
と
城
一
本
に
も
、
相
違
点
は
あ
る
。
重
衡

と
の
再
会
の
場
面
で
『
盛
衰
記
』
は
、

コ
ノ
女
房
ト
申
ハ
故
少
納
言
入
道
信
西
ノ
孫
桜
町
中
納
言
成
範

卿
ノ
娘
中
納
言
局
ト
ソ
申
ケ
ル
。
今
年
二
十
一
ニ
ソ
成
給
フ
。

琵
琶
ノ
上
手
ニ
テ
絵
書
花
結
歌
読
手
厳
書
給
ケ
ル
上
□
細
ヤ
カ

ニ
情
深
キ
人
ニ
テ
オ
ハ
シ
ケ
レ
ハ
三
位
中
将
コ
ト
ニ
ワ
リ
ナ
キ

事
ニ
思
入
給
テ
替
ル
心
ナ
ク
申
通
シ
給
ケ
ル
御
中
也
。

と
し
て
、
内
裏
女
房
を
藤
原
成
範
の
娘
、
中
納
言
局
で
あ
る
と
し
、

そ
の
年
を
二
一
歳
と
記
し
て
い
る
。
巻
第
四
七
に
あ
る
「
髑
髏
尼
物

語
」
の
末
尾
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
一
文
が
再
度
挿
入
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
設
定
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
城
一
本
で
は
、
巻
第
十
「
内
裏
女
房
」
に
次
の
よ
う
に
見

え
る
。こ

の
ね
う
ば
う
と
申
は
み
ん
ぶ
き
や
う
入
道
し
ん
は
ん
の
む
す

め
な
り
。
左
衛
門
か
う
の
局
と
そ
申
。
そ
の
み
め
か
た
ち
う
つ

く
し
く
、
御
さ
ま
ゆ
う
に
お
は
し
け
り
。
さ
れ
ば
中
将
南
都
へ

わ
た
さ
れ
、
き
ら
れ
給
ぬ
と
聞
き
し
か
は
、
や
か
て
さ
ま
を
か

へ
こ
き
す
め
そ
め
に
や
つ
れ
は
て
、
東
山
ち
や
う
ら
く
寺
の
ほ

と
り
に
て
そ
、
す
ま
れ
け
れ
。
其
後
仏
法
さ
い
し
よ
の
れ
い
地

な
れ
は
と
て
、
天
王
寺
の
お
き
に
て
終
に
身
を
な
げ
給
ひ
け
り
。

年
廿
三
と
そ
聞
へ
し
。

　

こ
こ
で
は
髑
髏
尼
の
出
自
が
「
み
ん
ぶ
き
や
う
入
道
し
ん
は
ん
の

む
す
め
」
と
な
っ
て
い
る
。
平
家
物
語
諸
本
に
登
場
す
る
内
裏
女
房

の
出
自
に
つ
い
て
は
、『
盛
衰
記
』
を
除
く
読
み
本
系
諸
本
に
は
記

載
は
無
く
、
語
り
系
諸
本
で
は
「
民
部
卿
入
道
親
範
の
む
す
め
」

（
覚
一
本
巻
第
十
「
内
裏
女
房
」）
と
す
る
の
で
、
城
一
本
の
方
が

諸
本
間
で
は
一
般
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
城
一
本
が
内
裏
女
房
の
呼
称
を
「
左
衛

門
か
う
の
局
」
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
『
盛
衰

記
』
で
は
「
中
納
言
局
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
覚
一
本
に
は
見
え
な
い
。

ま
た
、
城
一
本
が
「
廿
三
」
と
す
る
年
齢
も
、『
盛
衰
記
』
で
は

「
二
十
一
」
で
あ
り
、
こ
れ
も
覚
一
本
に
は
な
い
が
、
こ
の
呼
称
と

年
齢
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
八
坂
系
の
本
文
に
見
え
る
。

や
か
て
此
女
房
涙
の
御
所
を
は
ま
き
れ
い
て
、
生
年
廿
三
と
申

春
に
は
花
の
袂
を
ひ
き
か
へ
て
、
墨
染
の
袖
に
や
つ
れ
は
て
、

東
山
雙
林
寺
の
ほ
と
り
に
そ
す
ま
れ
け
る
。
こ
の
女
房
と
申
す

は
小
原
の
民
部
入
道
親
範
の
御
娘
、
左
衛
門
督
の
局
と
そ
申
け

る
。

　

第
二
類
Ｂ
種
に
分
類
さ
れ
る
奥
村
家
本
を
挙
げ
た
が
、
一
類
の
東

寺
執
行
本
で
は
「
左
衛
門
佐
殿
」
と
あ
り
、
ま
た
四
類
の
両
足
院
本

で
は
年
齢
の
記
述
が
な
く
、
や
は
り
第
二
類
が
最
も
近
い
よ
う
で
あ
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る
。

　

つ
ま
り
、
城
一
本
は
髑
髏
尼
を
内
裏
女
房
と
す
る
設
定
を
『
盛
衰

記
』
か
ら
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
そ
の
出
自
や
呼
称
な
ど
の
情
報
は
八

坂
系
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
覚
一
本
と
ほ
ぼ
重
な
る
文
章
に
、

後
の
「
髑
髏
尼
物
語
」
を
予
告
す
る
独
自
本
文
（
二
重
傍
線
部
）
を

加
筆
す
る
な
ど
、
城
一
本
に
も
「
髑
髏
尼
物
語
」
の
挿
入
に
伴
う
、

内
裏
女
房
再
会
場
面
へ
の
再
編
集
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、『
盛
衰
記
』

の
独
自
の
人
物
設
定
は
引
き
継
い
で
い
な
い
。
ま
た
城
一
本
の
「
髑

髏
尼
物
語
」
に
、
次
の
よ
う
な
独
自
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
も
髑
髏
尼
内
裏
女
房
説
を
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。

三
位
の
中
将
い
き
な
が
ら
と
ら
は
れ
て
鎌
倉
へ
わ
た
さ
れ
給
ひ

し
時
、
八
条
ほ
り
河
の
御
た
う
に
て
行
あ
ひ
さ
ふ
ら
ひ
し
に
、

中
将
お
さ
な
き
者
の
行
衛
お
ほ
つ
か
な
ふ
こ
そ
お
ほ
ゆ
れ
。
か

ま
く
ら
の
頼
朝
も
し
げ
ひ
ら
は
一
人
の
子
な
き
も
の
と
申
さ
る

な
れ
は
、
ふ
か
ふ
か
く
し
て
そ
た
て
よ
な
と
の
た
ま
ひ
し
ぞ
か

し
。

　

子
の
父
が
重
衡
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
後
に
、
再
度
、
重
衡
に
は

実
子
が
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
重
衡
が
八
條
堀
川
で
再
会
し
た
人

物
、
す
な
わ
ち
内
裏
女
房
が
髑
髏
尼
で
あ
る
と
す
る
独
自
加
筆
で
あ

る
が
、
そ
の
詳
細
な
情
報
は
記
さ
な
い
。
髑
髏
尼
の
出
家
前
の
情
報

を
繰
り
返
す
『
盛
衰
記
』
に
比
べ
る
と
、
城
一
本
で
は
女
房
へ
の
関

心
は
後
退
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
代
わ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
は
、
重
衡
が
「
一
人
の

子
な
き
も
の
」
と
述
べ
る
通
り
若
君
の
方
で
あ
り
、
城
一
本
で
は
そ

の
「
お
さ
な
き
者
の
行
衛
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

四
、「
若
君
」
の
強
調

　

『
盛
衰
記
』
の
「
髑
髏
尼
物
語
」
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
城
一

本
で
あ
る
が
、
後
半
の
印
西
上
人
に
よ
る
供
養
場
面
は
削
除
さ
れ
て

お
り
、
全
体
の
分
量
と
し
て
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
前
章

で
確
認
し
た
通
り
、
削
除
す
る
だ
け
の
再
編
集
で
は
な
く
、
重
衡
の

若
君
へ
焦
点
を
当
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
四
本
の
「
髑
髏
尼
物
語
」
で
の
若
君
に
対
す
る
表
現
を

抽
出
し
て
み
る
と
左
表
の
よ
う
に
な
る
。

城
一
本
『
盛
衰
記
』
延
慶
本

長
門
本

若
君
（
公
）

12

７

２

４

お
さ
な
き
者
（
少
人
、
小
兒
）

５

５

０

３

子
（
悲
し
き
子
、
此
子
な
ど
）

３

２

０

０

　

若
君
に
対
す
る
直
接
表
現
が
最
も
少
な
い
の
は
延
慶
本
で
、「
若

君
」
の
二
例
で
あ
る
。
四
本
に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
若
君
は
冒
頭

で
処
刑
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
登
場
自
体
が
少
な
い
。「
髑
髏
尼
物
語
」

が
、
母
で
あ
る
髑
髏
尼
を
中
心
と
し
た
物
語
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
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と
、
延
慶
本
が
本
来
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ

経
正
北
方
を
髑
髏
尼
と
す
る
長
門
本
は
延
慶
本
よ
り
多
く
七
例
で
あ

る
。
長
門
本
で
は
、

わ
か
き
み
、
手
を
さ
し
出
て
、「
ま
ゝ
や
〳
〵
」
と
、
な
き
給
ふ
。

な
ど
と
、
若
君
と
母
の
別
れ
の
場
面
に
独
自
加
筆
が
見
ら
れ
る
。
処

刑
さ
れ
た
後
に
も
、

た
ゝ
い
き
た
る
お
さ
な
き
も
の
を
抱
た
る
や
う
に
い
た
き
、
身

に
き
も
心
も
あ
り
と
も
見
え
す
、
ほ
れ
〳
〵
と
し
て
お
は
し
け

り
。

と
い
う
加
筆
が
あ
り
、
子
を
失
っ
た
母
の
悲
嘆
を
詳
細
に
描
い
て
い

る
。
長
門
本
は
髑
髏
尼
が
入
水
し
た
後
に
、
紫
雲
の
出
現
を
記
し
て

往
生
の
様
子
を
具
体
的
に
描
く
な
ど
、
母
子
の
哀
話
に
筆
を
費
や
す

傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た
め
延
慶
本
よ
り
も
多
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

内
裏
女
房
を
髑
髏
尼
と
す
る
『
盛
衰
記
』
は
全
十
四
例
で
あ
る
。

延
慶
本
や
長
門
本
よ
り
も
分
量
が
多
い
こ
と
も
あ
る
が
、
平
家
遺
児

の
処
刑
譚
に
連
な
り
、
六
代
物
語
の
直
前
に
配
さ
れ
た
こ
と
の
影
響

の
方
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、『
盛
衰
記
』
よ
り
も
分
量
の
少
な
い
城
一
本

が
、
二
十
例
を
数
え
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
加
筆
さ
れ

た
部
分
の
一
例
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

捕
縛
さ
れ
た
若
君
が
連
行
さ
れ
る
の
を
目
撃
し
た
印
西
上
人
が
、

そ
の
素
性
に
対
し
て
不
審
に
思
う
『
盛
衰
記
』
に
対
し
て
、
城
一
本

で
は
直
接
、

あ
れ
は
平
家
ほ
ん
三
位
の
中
将
重
衡
の
卿
の
若
君
に
て
候
か
、

鎌
倉
殿
よ
り
た
つ
ね
出
て
う
し
な
ひ
給
へ
と
北
条
殿
の
も
と
へ

宣
ひ
つ
か
は
さ
れ
け
る
あ
ひ
だ
、
か
や
う
に
取
て
行
候
な
り
と

そ
か
た
り
け
る
。

と
、
尋
ね
て
い
る
。
そ
の
後
上
人
は
「
此
人
の
は
て
み
ん
」（『
盛
衰

記
』
同
）
と
し
て
、

若
君
の
あ
と
に
付
て
お
は
す
る
程
に
、

と
あ
っ
て
、
そ
の
後
を
追
っ
て
い
る
。
続
く
若
君
の
処
刑
場
面
で
も
、

『
盛
衰
記
』
が
、

男
、
無
ク二

風
情　
一

走
寄
テ
取
テ
抑
ヘ
テ
膝
ノ
下
ニ
ヲ
シ
カ
フ
カ
ト

ス
レ
ハ
、
軈
テ
頸
ヲ
ソ
切
テ
ケ
ル
。

と
す
る
と
こ
ろ
を
、

い
し
の
う
へ
に
か
の
お
と
こ
く
だ
ん
の
わ
か
き
み
を
す
へ
て
太

刀
を
ぬ
き
、
ふ
せ
い
も
な
く
取
て
お
さ
へ
ひ
ざ
の
下
に
お
し
か

ふ
で
く
び
か
き
切
、

と
、
詳
細
に
若
君
処
刑
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
城

一
本
で
は
若
君
の
様
子
を
具
体
的
に
捉
え
る
た
め
の
加
筆
が
施
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
た
め
若
君
に
対
す
る
表
現
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

も
前
章
同
様
、
若
君
へ
の
関
心
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
城
一
本
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
を
形
成
す
る
た
め
に
こ
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う
し
た
加
筆
を
施
し
た
の
か
。
そ
こ
で
「
髑
髏
尼
物
語
」
の
、
前
後

と
の
繋
が
り
に
注
目
し
て
み
た
い
。「
髑
髏
尼
物
語
」
前
後
の
記
事

を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

Ａ�
「
さ
る
程
に
鎌
倉
殿
北
条
の
四
郎
時
政
の
も
と
へ
使
者

を
立
て
今
は
頼
朝
か
か
た
き
に
な
る
べ
き
も
の
は
お
ほ

え
す
。
た
ゞ
し
」

①
平
家
残
党
の
処
刑

　
　

Ｂ�

「
其
比
と
り
わ
け
あ
は
れ
な
り
し
は
、
ほ
ん
三
位
の
中

将
重
衡
の
卿
の
若
君
の
さ
い
ご
也
。
そ
も
〳
〵
し
げ
ひ

ら
の
き
や
う
の
我
は
一
人
の
子
な
き
も
の
と
の
た
ま
ひ

け
る
は
大
き
成
そ
ら
ご
と
に
て
そ
有
け
る
。
其
故
は

（
後
略
）」

②
髑
髏
尼
物
語

　
　

Ｃ�

「
さ
る
程
に
北
条
の
四
郎
時
政
鎌
倉
へ
者（
マ
マ
）使

を
立
て
、

平
家
の
し
そ
ん
悉
た
づ
ね
出
い
て
う
し
な
ひ
申
さ
れ
け

れ
は
、
鎌
倉
殿
の
返
事
に
は
平
家
の
し
そ
ん
た
つ
ね
出

い
て
う
し
な
は
れ
候
事
、
し
ん
へ
う
に
候
。
た
ゞ
し

（
後
略
）」

③
六
代
物
語

　

髑
髏
尼
物
語
の
直
前
に
は
平
家
残
党
の
処
刑
記
事
が
配
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
諸
本
に
も
見
ら
れ
る
記
事
だ
が
、
そ
の
冒
頭
に
Ａ
の
よ

う
な
本
文
が
見
え
る
。

　

『
盛
衰
記
』
に
も
頼
朝
が
時
政
に
指
示
し
た
旨
の
本
文
が
見
え
る

の
で
独
自
で
は
な
い
が
、
六
代
物
語
の
冒
頭
に
加
え
ら
れ
た
Ｃ
は
独

自
本
文
で
あ
り
、
両
者
を
比
べ
て
み
る
と
、
城
一
本
が
設
定
し
た
枠

組
み
が
見
え
て
く
る
。
本
文
Ｃ
の
、
平
家
の
子
弟
の
処
刑
を
時
政
が

頼
朝
へ
報
告
す
る
記
事
は
他
本
に
な
い
。
そ
れ
を
受
け
て
頼
朝
が

「
た
ゞ
し
」
と
し
て
、
六
代
の
捜
索
を
命
じ
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し

た
「
た
ゞ
し
」
ま
で
の
構
成
は
、
本
文
Ａ
と
同
様
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
城
一
本
は
、
平
家
残
党
の
処
刑
と
六
代
物
語
の
そ
れ
ぞ
れ

の
冒
頭
に
Ａ
、
Ｃ
の
本
文
を
加
え
、
鎌
倉
方
に
よ
る
「
平
家
遺
児
処

刑
物
語
」
と
で
も
言
う
べ
き
枠
組
み
で
再
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
『
盛
衰
記
』
か
ら
「
髑
髏
尼
物
語
」
を
持
ち
込
む
際
に
も
独

自
本
文
Ｂ
を
加
え
、「
其
比
と
り
わ
け
あ
は
れ
な
り
し
は
」
と
あ
る

通
り
、「
平
家
遺
児
処
刑
物
語
」
の
な
か
の
重
要
な
哀
話
の
ひ
と
つ

と
し
て
こ
れ
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

城
一
本
の
「
髑
髏
尼
物
語
」
で
若
君
が
前
景
化
し
て
く
る
の
は
、

そ
う
し
た
「
平
家
遺
児
処
刑
物
語
」
を
形
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

五
、
六
代
物
語
と
の
連
関

　

「
平
家
遺
児
処
刑
物
語
」
の
枠
組
み
の
中
に
、「
髑
髏
尼
物
語
」

を
位
置
づ
け
る
た
め
に
城
一
本
は
直
後
の
六
代
物
語
と
の
連
関
も
試

み
て
い
る
。
城
一
本
が
「
髑
髏
尼
物
語
」
に
加
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
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一
文
を
中
心
に
、『
盛
衰
記
』
と
比
較
し
て
掲
出
す
る
と
次
の
よ
う

で
あ
る
。

『
盛
衰
記
』

城
一
本

女
房
宣
ケ
ル
ハ
、

今
ハ
命
ヲ
惜
ム
ヘ
キ
身
ニ
モ

侍
ラ
ハ
コ
ソ

帰
テ
モ
嬉
カ
ラ
メ
。

左
様
ニ
テ
消
モ
失
ナ
ハ
、

若
公
ト
一
ツ
闇
路
ヲ

伴
タ
ラ
ハ
、

中
々
嬉
侍
ナ
ン
。

出
日
ノ
如
ニ
ワ
リ
ナ
ク
思
ツ
ル

少
者
ニ
ハ
後
レ
ヌ
。

又
命
惜
ト
モ

不
ルレ

思
ハ
　

ト
テ
、
声
モ
惜
マ
ス
泣
詢
給
ケ
レ
ハ
、

母
上

い
ま
は
命
を
お
し
む
べ
き
身
に
て
も

さ
ふ
ら
は
ゝ
こ
そ

き
つ
ね
お
ふ
か
み
な
と
に
も
お
そ
れ

さ
ふ
ら
は
め

さ
や
う
に
て
き
え
も
う
せ
な
は

お
さ
な
き
も
の
と
お
な
じ
や
み
ぢ
を

と
も
な
ひ
て

中
々
う
れ
し
う
さ
ふ
ら
ふ
へ
し

人
の
持
ぬ
子
を
も
つ
た
る
や
う
に
お

も
ひ
し

お
さ
な
き
も
の
に
は
お
く
れ
ぬ

我
い
の
ち
お
し
ひ
と
も

お
ほ
え
さ
ふ
ら
は
す

と
て
も
た
へ
こ
か
れ
給
ひ
け
り

　

若
君
が
処
刑
さ
れ
た
直
後
、
泣
き
悲
し
む
母
を
説
得
す
る
印
西
上

人
に
対
し
て
、『
盛
衰
記
』
が
「
出
日
ノ
如
ニ
ワ
リ
ナ
ク
思
ツ
ル
」

と
す
る
と
こ
ろ
を
城
一
本
は
、「
人
の
持
ぬ
子
を
も
つ
た
る
や
う
に

お
も
ひ
し
」
と
形
容
す
る
。
ど
ち
ら
も
我
が
子
の
愛
し
さ
を
述
懐
す

る
言
葉
で
あ
る
が
、
城
一
本
の
こ
の
表
現
が
、
直
後
の
六
代
物
語
に

も
見
え
る
。

わ
か
き
み
出
さ
せ
給
ひ
て
の
ち
、
母
上
め
の
と
の
ね
う
ば
う
に

の
た
ま
ひ
け
る
は
、
み
な
人
の
子
を
ま
う
け
て
後
は
め
の
と
な

ん
と
が
方
へ
さ
し
は
な
つ
て
つ
か
は
す
事
も
あ
る
ぞ
か
し
。
此

子
を
ま
う
け
て
後
は
よ
の
つ
ね
に
人
の
も
た
ぬ
子
を
も
ち
た
る

や
う
に
人
し
れ
ず
ふ
た
り
か
中
に
お
き
て
こ
そ
あ
ひ
せ
し
か
。

　

六
代
が
連
行
さ
れ
た
後
の
母
の
言
葉
で
あ
る
。
乳
母
に
預
け
ず
自

ら
の
手
も
と
で
育
て
た
若
君
を
、
唯
一
無
二
の
存
在
と
し
て
「
人
の

も
た
ぬ
子
」
と
す
る
表
現
は
「
髑
髏
尼
物
語
」
と
重
な
る
。

　

覚
一
本
で
も
「
人
の
も
た
ぬ
も
の
を
も
ち
た
る
や
う
に
お
も
ひ

て
」（
巻
十
二
「
六
代
」
八
坂
系
第
二
類
本
も
同
）
と
あ
り
、
六
代

へ
の
恩
愛
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
盛
衰

記
』
に
は
該
当
す
る
本
文
は
見
え
な
い（
（1
（

。

　

つ
ま
り
城
一
本
は
、「
髑
髏
尼
物
語
」
の
再
編
集
に
あ
た
っ
て
、

維
盛
北
方
か
ら
六
代
へ
の
恩
愛
の
表
現
を
六
代
物
語
か
ら
持
ち
込
ん

だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
盛
衰
記
』
に
は
こ
う
し
た
本
文
が
見
え
な
い

た
め
、
八
坂
系
の
本
文
か
ら
の
挿
入
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、

城
一
本
が
『
盛
衰
記
』
の
本
文
を
引
き
写
し
に
し
た
の
で
は
な
く
、

前
後
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
と
り
こ
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

髑
髏
尼
の
、
若
君
に
対
す
る
気
持
ち
は
、
維
盛
北
方
の
六
代
へ
の

気
持
ち
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
城
一
本
に
お
け
る
「
髑
髏
尼

物
語
」
が
、
直
後
の
六
代
物
語
と
の
連
関
を
強
く
意
識
し
た
結
果
で
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あ
り
、
両
物
語
を
「
平
家
遺
児
処
刑
物
語
」
の
枠
組
み
の
な
か
で
、

有
機
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

『
盛
衰
記
』
か
ら
「
髑
髏
尼
物
語
」
が
持
ち
込
ま
れ
た
城
一
本
で

は
、「
重
衡
救
済
物
語
」
の
文
脈
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
、「
平
家
遺
児

処
刑
物
語
」
の
中
の
重
要
な
哀
話
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

読
み
本
系
諸
本
の
記
事
も
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
城
一
本
の
実

態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
指
摘
し
た
六
代
物
語
と
の
連
関
は
、
城
一
本
の
特

徴
で
あ
る
巻
十
二
の
構
成
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
城
一
本
巻
十
二
巻
頭
の
目
録
を
挙
げ
る
と
次
の
よ

う
で
あ
る
。

し
げ
ひ
ら
の
き
ら
れ

大
地
し
ん

こ
ん
か
き

平
大
納
言
の
な
が
さ
れ

土
佐
ば
う
き
ら
れ

判
官
の
都
落
付
吉
田
大
納
言

十
郎
蔵
人
の
き
ら
れ

ど
く
ろ
ご
せ
ん

六
代
御
前

は
せ
六
代
あ
い
女
院
出
家

小
原
入

小
原
御
幸

六
だ
う

法
性
寺
合
戦

六
代
の
き
ら
れ

　

六
代
処
刑
で
終
え
る
の
は
八
坂
系
の
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の
直
前

に
、
他
の
八
坂
系
諸
本
で
は
分
散
し
て
い
る
建
礼
門
院
関
係
章
段
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
。「
女
院
出
家
」
の
前
に
「
平
家
物
語
く
は
ん
ぢ

や
う
巻
」
と
あ
っ
て
、
す
で
に
山
田
孝
雄
氏
が
注
目
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
灌
頂
巻
特
立
に
向
け
て
の
形
態
と
い
う
関
心
で
は
な
く
、

断
絶
平
家
の
本
文
に
灌
頂
巻
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
城
一
本
の
構
成

に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

物
語
の
最
後
に
六
代
の
物
語
と
建
礼
門
院
の
物
語
を
並
立
さ
せ
、

新
し
い
平
家
物
語
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
城
一
本
に
お
い
て
、「
髑

髏
尼
物
語
」
は
そ
う
し
た
再
構
成
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

【
注
】

（
１
）　

高
橋
貞
一
『
平
家
物
語
諸
本
の
研
究
』
第
三
章
「
平
家
物
語
八
坂
流

系
統
諸
本
の
研
究
」（
冨
山
房
、
一
九
四
三
）、
渥
美
か
を
る
『
平
家
物

語
の
基
礎
的
研
究
』
第
一
章
第
三
節
そ
の
二
「
八
坂
系
諸
本
」（
笠
間

書
院
、
一
九
七
八
）、
山
下
宏
明
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
第
一
部
第

二
章
第
四
節
「
八
坂
流
諸
本
の
研
究
」（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
）。
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（
２
）　

山
下
宏
明
編
『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
研
究
』
同
氏
「
八
坂
系
諸

本
研
究
史
」
二
五
〇
頁
～
二
五
一
頁
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
七
）

（
３
）　

松
尾
葦
江
『
軍
記
物
語
論
究
』
第
二
章
五
「
平
家
物
語
八
坂
系
本
文

の
流
動
」（
若
草
書
房
、
一
九
九
六
〔
初
出
『
國
學
院
雑
誌
』
九
六
巻

七
号
、
一
九
九
五
）、
櫻
井
陽
子
『
平
家
物
語
の
形
成
と
受
容
』
第
二

部
第
一
篇
「
八
坂
系
平
家
物
語
の
様
相
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一

〔
初
出
『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
総
合
的
研
究
』
科
学
研
究
費
総
合

研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
六
）。

（
４
）　

「
髑
髏
尼
物
語
」
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
拙
著
『
平
家
物
語
生
成

考
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
）
一
八
四
頁
～
一
八
六
頁
に
ま
と
め

た
が
、
適
宜
改
め
再
掲
し
て
お
く
。
読
み
本
系
諸
本
の
「
髑
髏
尼
物

語
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
。
渡
辺
貞
麿
『
平
家
物
語

の
思
想
』
第
二
部
第
二
節
「
建
礼
門
院
の
信
仰
と
融
通
念
仏
」〔
初
出

「
平
家
物
語
と
融
通
念
仏
―
建
礼
門
院
の
場
合
を
中
心
に
―
」（『
仏
教

文
学
研
究
』
十
一
、
一
九
七
二
）〕、
第
三
部
第
五
節
一
「
長
門
本
と
盛

衰
記
」（
初
出
「『
盛
衰
記
』
髑
髏
尼
説
話
考
」（『
文
藝
論
叢
』
十
二
、

一
九
七
九
）〕（
一
九
八
九
、
法
蔵
館
）、
山
下
宏
明
「
源
平
盛
衰
記
と

平
家
物
語
―
平
家
物
語
研
究
史
を
展
望
し
つ
つ
―
」（『
文
学
』
四
一
、

一
九
七
三
）、
松
尾
葦
江
「
読
み
本
系
三
本
の
平
氏
断
絶
記
事
―
読
み

本
系
諸
本
と
は
何
か
を
考
え
る
た
め
に
―
」（『
平
家
物
語
論
究
』
所

収
・
明
治
書
院
・
一
九
八
五
〔
初
出
『
軍
記
と
語
り
物
』
八
、
一
九
七

一
）、
小
林
美
和
「
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
文
覚
・
六
代
説
話
の

生
成
」（『
平
家
物
語
生
成
論
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
六
〔
初
出

『
論
究
日
本
文
学
』
三
九
号
、
一
九
七
六
）、
砂
川
博
「
長
門
本
平
家

物
語
と
「
坂
の
者
」
二　

髑
髏
尼
譚
」（『
平
家
物
語
新
考
』、
東
京
美

術
、
一
九
八
二
〔
初
出
『
文
学
』
第
四
八
巻
第
九
号
、
一
九
八
〇
）、

柳
田
洋
一
郎
「
平
家
物
語
と
死
者
―
首
の
語
り
の
境
界
例
―
」（『
梅
花

短
大
国
語
国
文
』
四
号
、
一
九
九
一
）、
名
波
弘
彰
「『
平
家
物
語
』
髑

髏
尼
説
話
考
」（『
文
藝
言
語
研
究 

文
藝
篇
』
第
二
八
巻
、
一
九
九
五
）、

山
下
宏
明
「
能
と
平
家
の
い
く
さ
物
語
―
『
重
衡
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
文
学
』
一
巻
六
号
、
二
〇
〇
〇
、
岩
波
書
店
）、
西
川
学
「『
源
平

盛
衰
記
』
髑
髏
尼
説
話
に
つ
い
て
―
観
音
巡
礼
を
中
心
に
―
」（『
奈
良

教
育
大
学
国
文
』
第
二
四
号
、
二
〇
〇
一
）、
山
下
宏
明
「
源
平
盛
衰

記
の
語
り
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
〇
三
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
二
）、

源
健
一
郎
「
源
平
盛
衰
記
の
重
衡
―
「
非
救
済
」
の
論
理
―
」（『
軍
記

物
語
の
窓
』
第
二
集
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
）、
砂
川
博
氏
「
重
衡

は
救
わ
れ
な
か
っ
た
か
―
『
源
平
盛
衰
記
』
論
の
た
め
に
―
」（『
軍
記

物
語
新
考
』
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
一
〔
初
出
『
相
愛
大
学
研
究

論
集
』
第
二
一
巻
、
二
〇
〇
五
、
再
録
に
当
た
り
、
加
筆
補
訂
〕）、
砂

川
博
「
髑
髏
尼
物
語
の
形
成
―
『
源
平
盛
衰
記
』
論
の
た
め
に
―
」

（『
軍
記
物
語
新
考
』
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
一
〔
但
し
本
論
文

に
関
し
て
は
「
二
〇
〇
四
年
十
月
成
稿
」
と
あ
る
〕）、
松
尾
葦
江
「
源

平
盛
衰
記
の
「
時
代
」」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
二
巻
第
六
号
、
二

〇
一
一
）。
城
一
本
に
関
す
る
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
。
山
下
宏
明

『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
第
二
章
５
「
八
坂
流
第
五
類
本
の
研
究
」

（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
）、
千
明
守
「
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
城

一
本
平
家
物
語
』
の
紹
介
」（『
國
學
院
大
學
図
書
館
紀
要
』
第
七
号
、

一
九
九
五
）、
池
田
敬
子
「
城
一
本
『
平
家
物
語
』
の
本
文
形
成
に
つ

い
て
」（『
軍
記
と
室
町
物
語
』、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
〔
初
出

『
室
町
藝
文
論
攷
』・
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
一
）。

（
５
）　

藤
田
徳
太
郎
校
訂
『
歌
曲
考
』
二
九
頁
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
二
）

（
６
）　

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
正
月
四
日
条
（
大

日
本
古
記
録
）

（
７
）　

『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
之
六
上
「
音
曲
」（
日
本
随
筆
大
成
、
成
文
館
出
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版
部
、
一
九
二
七
）

（
８
）　

山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』
一
二
〇
頁
（
一
九
一
一
〔
勉
誠
社
、
一

九
六
三
再
版
〕）

（
９
）　

山
田
孝
雄
「
平
家
物
語
考
続
説
」（『
日
本
文
学
研
究
史
料
叢
書 

平

家
物
語
』、
有
精
堂
、
一
九
六
九
〔
初
出
『
國
學
院
雑
誌
』
大
正
七
年

四
月
号
）

（
10
）　

『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
中
（
一
九
六
七
）
八
九
六
頁
に
よ
れ
ば
、

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、「
南
都
手
貝
町
住
」（
現
奈
良
県
奈
良
市

手
貝
町
か
）
の
百
々
恭
之
丞
氏
の
蔵
書
を
参
観
し
た
際
、「
原
装
の
美

本
（
十
二
册
）」
で
あ
る
同
本
を
確
認
し
、
高
橋
貞
一
氏
に
報
じ
た
と

あ
る
。
同
本
は
そ
の
後
小
汀
利
得
氏
の
蔵
書
と
な
り
、
昭
和
四
七
年

（
一
九
七
二
）
五
月
四
日
・
五
日
に
東
京
三
越
で
開
か
れ
た
蔵
書
売
立

に
出
さ
れ
た
が
（『
小
汀
文
庫
稀
書
展
観
入
札
目
録
』
三
八
頁
・
二
八

二
『
八
坂
本
平
家
物
語
』）、
現
在
は
所
在
不
明
。

（
11
）　

前
掲
注
（
１
）
高
橋
二
一
一
頁

（
12
）　

前
掲
注
（
１
）
山
下
三
九
六
頁
（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
）

（
13
）　

前
掲
注
（
１
）
高
橋
一
九
七
頁
に
小
汀
本
の
奥
書
、
刊
記
が
あ
り
、

國
學
院
大
学
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
小
汀
本
は
現
在
不
明
の
た
め
、
國

學
院
大
学
本
の
刊
記
を
挙
げ
る
。

（
14
）　

山
下
宏
明
編
『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
研
究
』
所
収
「
八
坂
系
平

家
物
語
伝
本
一
覧
』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
七
）
に
は
、
國
學
院
大

学
図
書
館
本
、
小
汀
文
庫
本
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
本
の
三
本

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
巻
一
目
録
に
「
木
街
狩
野
氏
之

文
庫
」「
吉
田
蔵
書
」
の
朱
印
が
あ
る
。
前
者
は
幕
府
御
絵
師
狩
野
雅

信
（
一
八
二
三
～
一
八
七
九
）
か
。
所
在
不
明
の
小
汀
本
で
は
な
い
よ

う
だ
が
、
今
後
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　

池
田
敬
子
「
城
一
本
『
平
家
物
語
』
の
本
文
形
成
に
つ
い
て
」（『
軍

記
と
室
町
物
語
』、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
〔
初
出
は
『
室
町
藝
文

論
攷
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
一
）

（
16
）　

千
明
守
『
平
家
物
語
屋
代
本
と
そ
の
周
辺
』
第
三
章
『
平
家
物
語
』

城
一
本
の
本
文
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
三
〔
初
出
『
國
學
院
大
學
図
書

館
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
九
五
）

（
17
）　

拙
稿
「
城
一
本
『
平
家
物
語
』
の
王
莽
説
話
」（『
武
蔵
野
文
学
』
六

七
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
）

（
18
）　

拙
著
『
平
家
物
語
生
成
考
』
第
四
編
第
三
章
「
髑
髏
尼
物
語
の
展

開
」（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
〔
初
出
『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
四
集
、

和
泉
書
院
、
二
〇
一
二
）

（
19
）　

延
慶
本
に
は
、

是
ハ
生
ヲ
ト
シ
テ
後
ハ
今
ニ
至
ル
マ
デ
、
一
日
片
時
身
ヲ
放
タ
ル

事
モ
ナ
シ
。
朝
夕
二
人
ノ
中
ニ
ヲ
ヽ
シ
立
テ
、
明
テ
モ
晩
テ
モ
見

ニ
ア
キ
ダ
ラ
ズ
。
持
マ
ジ
キ
物
ヲ
持
タ
ル
様
ニ
覚
テ
、
糸
惜
悲
ト

思
ハ
愚
也
。

と
あ
り
、
表
現
が
異
な
る
。
維
盛
と
二
人
で
育
て
た
六
代
へ
の
恩
愛
の

情
の
深
さ
か
ら
、
か
え
っ
て
「
持
マ
ジ
キ
物
」
と
ま
で
思
っ
て
し
ま
う

と
す
る
言
葉
は
、
父
で
あ
る
維
盛
が
、
入
水
の
直
前
に
瀧
口
入
道
に
述

べ
た
「
哀
、
人
ノ
身
ニ
妻
子
ト
云
者
ハ
、
持
マ
ジ
カ
リ
ケ
ル
者
哉
」
と

い
う
言
葉
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
覚
一
本
に
近
い
と
さ
れ
る
『
六

代
君
物
語
』
で
は
「
ア
カ
デ
別
レ
シ
三
位
殿
ノ
形
見
ゾ
ト
人
ノ
持
タ
ヌ

物
ヲ
持
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
思
テ
」（
平
野
さ
つ
き
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

『
六
代
君
物
語
』」、『
軍
記
と
語
り
物
』
二
四
号
、
一
九
八
八
）
と
あ

り
、「
維
盛
の
形
見
と
し
て
」
と
い
う
意
味
が
加
わ
っ
て
い
る
。『
六
代

御
前
物
語
』
に
は
な
い
。
六
代
を
維
盛
の
形
見
と
し
て
見
て
い
た
と
い

う
記
述
は
南
都
本
に
も
見
え
る
。
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〈
使
用
本
文
〉

【
城
一
本
】
…
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
（
國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、【『
源
平
盛
衰
記
』】
…
中
世
の
文
学
『
源
平
盛
衰
記
』
一

～
七
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
一
～
二
〇
一
五
）、
渥
美
か
を
る
解
説
『
慶

長
古
活
字
版 
源
平
盛
衰
記
』
一
～
六
（
勉
誠
社
・
一
九
七
七
～
一
九
七
八
）

を
適
宜
参
照
、【
延
慶
本
】
…
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
一
～
六
（
汲
古
書
院
、

一
九
八
二
）、【
長
門
本
】
…
麻
原
美
子
、
小
井
土
守
敏
、
佐
藤
智
広
編
『
長

門
本
平
家
物
語
』
一
～
四
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
六
）、【
奥
村

家
本
】
…
山
下
宏
明
編
『
八
坂
本
平
家
物
語
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
一
）




